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(57)【要約】
【課題】高輝度画像信号と低輝度画像信号とを生成可能
にする。
【解決手段】受光期間とブランキング期間とを交互に繰
返すように撮像素子を制御する。撮像素子は受光期間に
受光量に応じた信号電荷を蓄積する。撮像素子はブラン
キング期間に直前の受光期間に蓄積した信号電荷を出力
する。各受光期間内に第１、第２の発光期間で照明光を
発行するようにＬＥＤを制御する。第２の発光期間より
長くなるように第１の発光期間の長さを定める。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ブランキング期間を挟みながら連続する受光期間中に受光する被写体の光学像に相当す
る画像信号を生成する撮像素子を有する内視鏡ユニットにおいて前記被写体に照射する照
射光を供給する内視鏡用光源システムであって、
　前記照射光を発光する光源と、
　前記撮像素子の第１の前記受光期間中には前記受光期間より短い第１の出射期間だけ前
記照射光を出射させ、前記第１の受光期間の次の第２の前記受光期間中には前記第１の受
光期間より短く前記第１の出射期間と異なる長さの第２の出射期間だけ前記照射光を出射
させる出射期間制御部とを備える
　ことを特徴とする内視鏡用光源システム。
【請求項２】
　前記撮像素子に静止画像を撮影するコマンドである静止画撮影コマンド入力を検出する
第１の入力部を備え、
　前記第１の入力部が前記静止画撮影コマンド入力を検出したときに、前記出射期間制御
部は、前記第１の出射期間の終了時期と前記第２の出射期間の開始時期とを近付けるよう
に前記照射光の出射時期を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用光源システム。
【請求項３】
　前記前記第１、第２の出射期間を変更するコマンドである期間変更コマンド入力を検出
する第２の入力部を備え、
　前記第２の入力部が前記期間変更コマンド入力を検出したときに、前記出射期間制御部
は前記第１、第２の出射期間を変更する
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡用光源システム。
【請求項４】
　前記出射期間制御部は、前記ブランキング期間を挟みながら連続する受光期間毎に、前
記出射光を出射させる前記第１、第２の出射期間を交互に繰返させ、かつ前記第１、第２
の出射期間の中心の間隔が一定に保たれるように前記照射光の照射時期を制御することを
特徴とする請求項１～請求項３のいずれか1項に記載の内視鏡用光源システム。
【請求項５】
　前記出射期間制御部は、前記光源に前記照射光の発光期間を変えさせることにより前記
照射光の出射期間を調整することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載
の内視鏡用光源システム。
【請求項６】
　前記出射期間制御部は、前記照射光の遮光期間を調整することにより前記照射光の出射
期間を調整することを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の内視鏡用光
源システム。
【請求項７】
　ブランキング期間を挟みながら連続する受光期間中に受光する被写体の光学像に相当す
る画像信号を生成する撮像素子と、
　前記被写体に照射する光である照射光を発光する光源と、
　前記撮像素子の第１の前記受光期間中には前記受光期間より短い第１の出射期間だけ前
記照射光を出射させ、前記第１の受光期間の次の第２の前記受光期間中には前記第１の受
光期間より短く前記第１の出射期間と異なる長さの第２の出射期間だけ前記照射光を出射
させる出射期間制御部とを備える
　ことを特徴とする内視鏡ユニット。
【請求項８】
　前記第１、第２の受光期間中に生成した前記画像信号を用いて、ダイナミックレンジを
拡大したハイダイナミックレンジ画像信号を生成する画像処理部を備えることを特徴とす
る請求項７に記載の内視鏡ユニット。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高い露出値で撮影した高輝度画像信号と低い露出値で撮影した低輝度画像信
号とを撮像素子に生成可能にする内視鏡用光源システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　被写体の明るい部位から暗い部位までを鮮明に表示するようにダイナミックレンジを拡
大した画像を作成する内視鏡装置が提案されている（特許文献１参照）。ダイナミックレ
ンジを拡大した画像であるＨＤＲ（Ｈｉｇｈ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｇｅ）画像を作成
するためには、同一の被写体をより高い露出値で撮影した画像に相当する高輝度画像信号
とより低い露出値で撮影した画像に相当する低輝度画像信号とが必要である。
【０００３】
　従来、単一の画像信号に対して画像処理を施すことにより、高輝度画像信号および／ま
たは低輝度画像信号を生成していた。しかし、画像処理により高輝度画像信号および／ま
たは低輝度画像信号を生成すると、ノイズが増加することが問題であった。
【０００４】
　また、電子シャッタを利用することにより、連続するフレーム期間の一方の期間中に電
荷蓄積期間を長くして画像信号を生成させ、他方の期間中に電荷蓄積期間を短くして画像
信号を生成させることも知られている。
【０００５】
　しかし、電子シャッタを利用する場合には、電荷の蓄積時期を調整することが不可能で
ある。電荷の蓄積時期を調整できないことによる問題が生じ得るため、他の方法により高
輝度画像信号と低輝度画像信号とを生成させることが求められていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－３１３２４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明では、電子シャッタを用いずに高輝度画像信号および低輝度画像信
号を生成可能にする内視鏡用光源システムの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の内視鏡用光源システムは、ブランキング期間を挟みながら連続する受光期間中
に受光する被写体の光学像に相当する画像信号を生成する撮像素子を有する内視鏡ユニッ
トにおいて被写体に照射する照射光を供給する内視鏡用光源システムであって、照射光を
発光する光源と、撮像素子の第１の受光期間中には受光期間より短い第１の出射期間だけ
照射光を出射させ第１の受光期間の次の第２の受光期間中には第１の受光期間より短く第
１の出射期間と異なる長さの第２の出射期間だけ照射光を出射させる出射期間制御部とを
備えることを特徴としている。
【０００９】
　また、撮像素子に静止画像を撮影するコマンドである静止画撮影コマンド入力を検出す
る第１の入力部を備え、第１の入力部が前記静止画撮影コマンド入力を検出したときに出
射期間制御部は第１の出射期間の終了時期と第２の出射期間の開始時期とを近付けるよう
に照射光の出射時期を制御することが好ましい。
【００１０】
　また、第１、第２の出射期間を変更するコマンドである期間変更コマンド入力を検出す
る第２の入力部を備え、第２の入力部が期間変更コマンド入力を検出したときに出射期間
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制御部は第１、第２の出射期間を変更することが好ましい。
【００１１】
　また、出射期間制御部はブランキング期間を挟みながら連続する受光期間毎に、出射光
を出射させる第１、第２の出射期間を交互に繰返させかつ第１、第２の出射期間の中心の
間隔が一定に保たれるように照射光の照射時期を制御することが好ましい。
【００１２】
　また、出射期間制御部は、光源に照射光の発光期間を変えさせることにより照射光の出
射期間を調整することが好ましい。あるいは、出射期間制御部は、照射光の遮光期間を調
整することにより照射光の出射期間を調整することが好ましい。
【００１３】
　また、本発明の内視鏡ユニットは、ブランキング期間を挟みながら連続する受光期間中
に受光する被写体の光学像に相当する画像信号を生成する撮像素子と、被写体に照射する
光である照射光を発光する光源と、撮像素子の第１の受光期間中には受光期間より短い第
１の出射期間だけ照射光を出射させ第１の受光期間の次の第２の受光期間中には第１の受
光期間より短く第１の出射期間と異なる長さの第２の出射期間だけ照射光を出射させる出
射期間制御部とを備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、被写体に照射する照射光の出射期間を調整することにより、実質的な
露出時間が調整される。実質的な露出時間を調整することにより、高輝度画像信号と低輝
度画像信号が生成可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態を適用した内視鏡用光源システムを有する内視鏡プロセッサ
を含む内視鏡ユニットの内部構成を概略的に示すブロック図である。
【図２】通常画像表示モードにおける画像信号の生成時期と照明光の発光時期とを説明す
るためのタイミングチャートである。
【図３】ＨＤＲ画像表示モードにおける画像信号の生成時期と照明光の発光時期とを説明
するためのタイミングチャートである。
【図４】ＨＤＲ画像表示モードにおいて、静止画像観察コマンドが入力されたときの照明
光の発光時期を説明するためのタイミングチャートである。
【図５】電子シャッタを用いた場合の信号電荷の蓄積時間を説明するためのタイミングチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の一実施形態を適用した内視鏡用光源システムを有する内視鏡プロセッ
サを含む内視鏡ユニットの内部構成を概略的に示すブロック図である。
【００１７】
　内視鏡ユニット１０は、内視鏡プロセッサ２０、電子内視鏡３０、およびモニタ１１に
よって構成される。内視鏡プロセッサ２０は、電子内視鏡３０、およびモニタ１１に接続
される。
【００１８】
　内視鏡プロセッサ２０から被写体を照明するための照明光が電子内視鏡３０に供給され
る。照明光を照射された被写体が電子内視鏡３０により撮像される。電子内視鏡３０の撮
像により生成する画像信号が内視鏡プロセッサ２０に送られる。
【００１９】
　内視鏡プロセッサ２０では、電子内視鏡３０から得られた画像信号に対して所定の信号
処理が施される。所定の信号処理を施した画像信号はモニタ１１に送信され、送信された
画像信号に相当する画像がモニタ１１に表示される。
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【００２０】
　内視鏡プロセッサ２０には光源システム２１、タイミングコントローラ２２、プロセッ
サ画像処理部２３、システムコントローラ２４、および入力部２５などが設けられる。
【００２１】
　光源システム２１はＬＥＤ（図示せず）を光源として有しており、ＬＥＤから被写体に
照射する照明光が発光される。後述するように、ＬＥＤはタイミングコントローラ２２に
より照明光の発光時期が制御される。
【００２２】
　プロセッサ画像処理部２３により、画像信号に対して所定の信号処理が施される。タイ
ミングコントローラ２２により、前述の発光時期の制御を含む内視鏡ユニット１０の各部
位の動作の時期が制御される。システムコントローラ２４により内視鏡ユニット１０の各
部位の動作が制御される。システムコントローラ２４は、入力部２５に入力されるコマン
ドに応じて、内視鏡ユニット１０に様々な動作を実行させる。
【００２３】
　内視鏡プロセッサ２０と電子内視鏡３０とを接続すると、光源システム２１と電子内視
鏡３０に設けられるライトガイド３１とが光学的に接続される。また、内視鏡プロセッサ
２０と電子内視鏡３０とを接続すると、電子内視鏡３０に設けられる撮像素子３２、内視
鏡画像処理部３３、および内視鏡メモリ３４と、タイミングコントローラ２２、プロセッ
サ画像処理部２３、およびシステムコントローラ２４とが電気的に接続される。
【００２４】
　電子内視鏡３０には、ライトガイド３１、撮像素子３２、内視鏡画像処理部３３、内視
鏡メモリ３４などが設けられる。ライトガイド３１は、内視鏡プロセッサ２０と接続され
るコネクタ３５から挿入管３６の先端まで延設される。
【００２５】
　光源システム２１から出射した照明光がライトガイド３１の入射端に入射される。入射
端に入射した照明光は出射端まで伝達される。出射端に伝達された照明光が、挿入管３６
の先端方向の被写体に照射される。
【００２６】
　撮像素子３２はタイミングコントローラ２２に制御され、一定の周期、例えば１／６０
秒毎に画像信号を生成するように駆動される。
【００２７】
　照明光が照射された被写体の反射光による光学像が、撮像素子３２の受光面に到達する
。なお、撮像素子３２は、例えばＣＣＤである。前述のようにタイミングコントローラ２
２の制御に基づいて、受光面に到達した光学像に相当する画像信号が撮像素子３２により
一定の周期で生成される。
【００２８】
　生成された画像信号はコネクタ３５内に設けられる内視鏡画像処理部３３に送信される
。内視鏡画像処理部３３において、画像信号に対して相関二重サンプリング処理、Ａ／Ｄ
変換処理などの所定の信号処理が施される。所定の信号処理が施された画像信号は、プロ
セッサ画像処理部２３に送信される。
【００２９】
　なお、内視鏡メモリ３４には、電子内視鏡３０の種類、必要な光量、およびブランキン
グ期間などのデータが格納される。これらのデータは、電子内視鏡３０の内視鏡プロセッ
サへの接続時にシステムコントローラ２４に読出される。システムコントローラ２４では
、読出したデータにも基づいて、内視鏡ユニット１０の各部位の動作が制御される。
【００３０】
　プロセッサ画像処理部２３では、受信した画像信号に所定の画像処理が施される。また
、プロセッサ画像処理部２３では、高輝度画像信号と低輝度画像信号とに基づいてＨＤＲ
合成を実行することが可能である。また、プロセッサ画像処理部２３では、任意に選択さ
れた画像処理を画像信号に施すことも可能である。
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【００３１】
　所定の画像処理および任意の画像処理が施された画像信号がモニタ１１に送信される。
モニタ１１には、受信した画像信号に相当する画像が表示される。
【００３２】
　前述のように、撮像素子３２は１／６０秒毎に画像信号を生成するように駆動され、モ
ニタ１１にも１／６０秒毎に画像信号が送信される。１／６０秒毎に表示する画像を切換
えることにより、モニタ１１には動画像が表示される。
【００３３】
　なお、モニタ１１に動画像を表示中に入力部２５に静止画像観察のコマンドを入力する
と、画像信号のモニタ１１への送信を停止し、被写体の静止画像をモニタ１１に表示する
ことも可能である。
【００３４】
　内視鏡ユニット２０には、通常の画像を表示する通常画像表示モードとダイナミックレ
ンジを拡大した画像を表示するＨＤＲ画像表示モードが設けられる。通常画像表示モード
およびＨＤＲ画像表示モードのいずれにおいても動画像および静止画像を表示可能である
。
【００３５】
　通常画像表示モードにおいて光源システム２１によって実行される照明光の出射制御お
よび撮像素子３２による画像の撮影制御について、図２のタイミングチャートを用いて説
明する。
【００３６】
　撮像素子３２は受光面に２次元状に配置される画素（図示せず）を有し、各画素には受
光期間中（“撮像素子受光時期”欄参照）に受光量に応じた信号電荷が蓄積される。受光
期間中に蓄積された信号電荷が、ブランキング期間中（“撮像素子受光時期”欄参照）に
１フィールドの画像信号を構成する画素信号として読出される。
【００３７】
　前述のように、撮像素子３２は１／６０秒に１フィールドの画像信号を生成するように
駆動される。したがって、受光期間とブランキング期間とが交互に繰返され、単一の受光
期間と連続する単一のブランキング期間とを合計した１／６０秒のフィールド期間毎に１
フィールドの画像信号が生成される。
【００３８】
　タイミングコントローラ２２によりＬＥＤは、照明光が点滅するように制御される。照
明光が発光してから消灯するまでの期間である発光期間（“照明光照射期間”欄参照）の
開始時期、終了時期、および期間の長さが通常画像表示モードとＨＤＲ画像表示モードと
によって異なる。
【００３９】
　通常画像表示モードにおける発光期間である通常発光期間は、受光期間内において一定
の長さの期間となるように制御される。すなわち受光期間の開始時期より所定の期間遅延
させた時期に通常発光期間が開始され、受光期間の終了時期より早い時期に通常発光期間
が終了する。したがって、通常発光期間は１／６０秒毎に開始される。
【００４０】
　通常、内視鏡は、体内や構造物内のように光の届かない領域における被写体の観察に用
いられる。したがって、そのような領域においてはＬＥＤの発光期間中には被写体の光学
像が撮像素子３２に到達し信号電荷が生成される。一方、そのような領域においてＬＥＤ
の消灯期間中には撮像素子３２の受光量は実質的にゼロであり、信号電荷が生成されない
。それゆえ、ＬＥＤの発光期間が撮像素子３２の実質的な露光時間となる。
【００４１】
　前述のように、通常発光期間は、すべてのフィールド期間中に一定の長さである。した
がって、撮像素子３２の露光時間はすべてのフィールド期間中に一定に保たれる。通常画
像表示モードにおいては、露光時間が一定に保たれた状態の通常画像信号が生成される。
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【００４２】
　なお、静止画像観察のコマンドを入力しても、撮像素子３２の撮影制御および照明光の
出射制御は同じである。したがって、コマンドの入力後もフィールド期間毎に照明光が出
射され、１フィールドの画像信号が生成される。ただし、生成された画像信号のモニタ１
１への送信が停止され、モニタ１１には停止前に送信された直近の画像信号に相当する静
止画像が表示される。
【００４３】
　次に、ＨＤＲ画像表示モードにおいて光源システム２１によって実行される照明光の出
射制御および撮像素子３２による画像の撮影制御について、図３のタイミングチャートを
用いて説明する。
【００４４】
　ＨＤＲ画像表示モードにおいても、撮像素子３２は通常画像表示モードと同じ受光期間
と同じブランキング期間とを合計したフィールド期間毎に１フィールドの画像信号が生成
されるように、駆動される。
【００４５】
　一方、前述のように、ＨＤＲ画像表示モードでは、発光期間の開始時期、終了時期、お
よび期間の長さが通常画像表示モードと変えられる。ＨＤＲ画像表示モードにおいては、
互いに長さが異なる第１、第２の発光期間が消灯期間を挟んで交互に繰り返されるように
、ＬＥＤの発光時期および消灯時期が制御される。なお、第２の発光期間は第１の発光期
間より短くなるように制御される。
【００４６】
　第１、第２の発光期間は変更可能であって、ＨＤＲ画像の輝度を調整するコマンドが入
力部２５に入力されるときに変更される。ＨＤＲ画像の輝度範囲を高輝度側および低輝度
側で拡大する場合には、それぞれ第１、第２の発光期間が延ばされる。逆に輝度範囲を高
輝度側および低輝度側で縮小する場合には、それぞれ第１、第２の発光期間が短縮される
。
【００４７】
　なお、連続する第１、第２の発光期間の中心の間隔がフィールド期間と同じ一定の間隔
（符号ｃ参照）となるようにＬＥＤの発光時期および消灯時期が制御される。
【００４８】
　前述のように、第２の発光期間は第１の発光期間より短い。したがって、第２の発光期
間中に信号電荷が蓄積された低輝度画像信号Ｌ（“画像信号生成”欄参照）は、第１の発
光期間中に信号電荷が蓄積された高輝度画像信号Ｈより露光時間が短い状態で生成された
画像信号である。
【００４９】
　なお、プロセッサ画像処理部２３では、最新の高輝度画像信号Ｈおよび低輝度画像信号
Ｌを用いてＨＤＲ合成を実行する。すなわち、高輝度画像信号Ｈが生成されたときには、
直前のフィールド期間中に生成された低輝度画像信号Ｌを用いてＨＤＲ合成が実行され。
低輝度画像信号Ｌが生成されたときには、直前のフィールド期間中に生成された高輝度画
像信号Ｈを用いてＨＤＲ合成が実行される。
【００５０】
　通常画像表示モードと異なり、ＨＤＲ画像表示モードにおいて、静止画像観察のコマン
ドが入力されると、照明光の出射時期が動画像の表示時の出射時期から変えられる。静止
画像観察時の照明光の出射時期について、図４を用いて以下に説明する。なお、撮像素子
３２による画像の撮影制御は動画像の表示時と同じである。
【００５１】
　静止画像観察のコマンドが入力されると（タイミングｔ１参照）、コマンド入力時の受
光期間の次の受光期間と、さらに次の受光期間における発光期間の開始時期および終了時
期が変えられる。
【００５２】
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　コマンド入力時の受光期間（符号Ａ参照）の次の受光期間（符号Ｂ参照）において、第
１の発光期間は終了時期が受光期間の終了時期（ｔ２）と重なるように、開始される。ま
た、さらに次の受光期間（符号Ｃ参照）において、第２の発光期間は開始時期が受光期間
の開始時期（ｔ３）と重なるように、開始される。
【００５３】
　なお、コマンド入力時の受光期間中の発光期間が第１の発光期間である場合には、コマ
ンド入力後の次の受光期間において、第２の発光期間の終了時期が受光期間の終了時期に
重なるように、発光が開始される。さらに、次の受光期間において第１の発光期間の開始
時期が受光期間の開始時期に重なるように、発光が開始される。
【００５４】
　プロセッサ画像処理部２３では、受光期間と終了時期が重ねられた発光期間に信号電荷
が蓄積された画像信号（符号Ｄ参照）と、受光期間と開始時期が重ねられた発光期間に信
号電荷が蓄積された画像信号（符号Ｅ参照）とを用いてＨＤＲ合成が実行される。
【００５５】
　以上のように、本実施形態を適用した内視鏡用光源システムによれば、電子シャッタを
用いずに高輝度画像信号および低輝度画像信号を生成することが可能である。
【００５６】
　本実施形態の内視鏡用光源システムによれば、電子シャッタを用いる場合と異なり、信
号電荷の蓄積時期を調整可能である。
【００５７】
　図５に示すように、電子シャッタを用いる場合には、電子シャッタにより蓄積された信
号電荷の破棄後から受光期間の終了時期までの間に信号電荷が生成され蓄積される（“電
子シャッタ”、“信号電荷蓄積期間”欄参照）。電子シャッタを用いる場合には、本実施
形態と異なり、信号電荷の蓄積終了時期を調整することが出来ない。
【００５８】
　信号電荷の蓄積終了時期を調整できない場合には、動画像の表示において、ＨＤＲ合成
により作成されたＨＤＲ画像に現れるブレの影響が変化する。ブレの影響について以下に
説明する。
【００５９】
　ＨＤＲ合成に用いる高輝度画像信号と低輝度画像信号との生成時期は異なるため、動く
被写体を撮影した場合には、高輝度画像信号と低輝度画像信号の生成時における被写体の
位置にずれが発生する。
【００６０】
　電子シャッタを用いる場合には、高輝度画像信号の信号電荷の蓄積終了時期から低輝度
画像信号の信号電荷の蓄積開始時期までの間隔（図５符号Ｌ１参照）は、低輝度画像信号
の信号電荷の蓄積終了時期から高輝度画像信号の信号電荷の蓄積開始時期までの間隔（図
５符号Ｌ２参照）より長い。
【００６１】
　したがって、上述の動く被写体に対するブレの影響は、高輝度画像信号と次のフィール
ドに生成される低輝度画像信号をＨＤＲ合成して生成したＨＤＲ画像により大きく表れる
。表示画像が切替わるたびにブレの影響が変わるので、観察者に与える違和感が大きくな
る。
【００６２】
　一方、本実施形態では、任意の受光期間における発光期間、すなわち信号電荷の実質的
な蓄積期間の終了時期から次の受光期間における発光期間の開始時期までの間隔は常に一
定である（図３“照明光照射時期”参照）。したがって、上述の動く被写体に対するブレ
の影響は、１／６０秒毎に表示が切り換えられる画像に対して等しく表れる。それゆえ、
画像の切替わり時の観察者の違和感を低減化させることが可能である。
【００６３】
　また、本実施形態の内視鏡用光源システムによれば、ＨＤＲ画像表示モードにおいて静
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止画像観察のコマンドを入力すると、連続する高輝度画像信号と低輝度画像信号との信号
電荷の実質的な蓄積時期が近付けられる。信号電荷の実質的な蓄積時期を近づけることに
より、ＨＤＲ画像に表れるブレの影響を低減化することが可能である。
【００６４】
　なお、本実施形態において、ＨＤＲ画像表示モードでは、連続する第１、第２の発光期
間の中心の間隔がフィールドと期間と同じ一定の間隔になるように制御される構成である
が、一定の間隔となるように制御されなくてもよい。
【００６５】
　本実施形態のように動画像のためのＨＤＲ合成においては、高輝度画像信号と低輝度画
像信号との生成間隔が一定であることが好ましいが、ＨＤＲ合成以外の用途に高輝度画像
信号および低輝度画像信号を用いる場合には、上述のように制御は不要となることもある
。
【００６６】
　また、本実施形態において、ＨＤＲ画像表示モードでは、静止画観察のコマンドが入力
されると、次の受光期間における発光期間の終了時期が受光期間の終了時期に重ねられ、
さらに次の受光期間における発光期間の開始時期が受光期間の開始時期に重ねられる構成
であるが、前の受光期間における発光期間の終了時期と後の受光期間における発光期間の
開始時期とが動画観察時に比べて近付けられればよい。
【００６７】
　また、本実施形態において、第１、第２の発光期間を調整可能な構成であるが、固定値
であって変更不可能な構成であってもよい。変更不可能であっても、本実施形態と同様の
効果が得られる。
【００６８】
　また、本実施形態において、生成された高輝度画像信号および低輝度画像信号はＨＤＲ
合成に用いられる構成であるが、高輝度画像信号および低輝度画像信号を必要とする他の
画像処理などに用いられる構成であってもよい。
【００６９】
　また、本実施形態において、ＬＥＤに印加するデューティーを制御することにより、Ｌ
ＥＤからの照明光の発光期間の長さ、発光期間の開始時期、および発光期間の終了時期を
変更する構成であるが、他の機構によって光源システム２１からの照明光の出射期間の長
さ、出射期間の開始時期、および出射期間の終了時期を変更する構成でも、本実施形態と
同じ効果が得られる。
【００７０】
　例えば、常時発光される光源から出射する照明光の光源システム２１からの出射期間、
出射期間の開始時期、および出射期間の終了時期を、メカシャッタの開閉による遮光期間
の調整により、変更可能な構成であってもよい。
【００７１】
　また、本実施形態において、照明光が被写体に照射される構成であるが、被写体に照射
する光は照明光に限られない。被写体の光学像を撮影するために照射されるどのような照
射光が照射されてもよい。例えば、生体組織に照射すると蛍光を発光させる励起光を被写
体に照射する構成であってもよい。
【００７２】
　また、本実施形態の内視鏡用光源システム、電子内視鏡を用いた内視鏡ユニットに適用
される構成であるが、アドオンカメラのように撮像素子を有する内視鏡ユニットに対して
適用可能である。
【符号の説明】
【００７３】
　１０　内視鏡ユニット
　２０　内視鏡プロセッサ
　２１　光源システム
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　２２　タイミングコントローラ
　２３　プロセッサ画像処理部
　２４　システムコントローラ
　２５　入力部
　３０　電子内視鏡
　３２　撮像素子
　３４　内視鏡メモリ
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